
ニュース ＆ イベント

日本赤十字社では、ご寄付いただいた方・法人に対し下記のとおり感謝状などをお贈りしています。

自動精算機（2階総合ホールに設置）

大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
　初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０　再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５
■休診日　土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日
■診察券　診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。
■ご面会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　
　平日／１４:００～１９:００　休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００　
　小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００　
■保険証等　保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
　　　　　　　また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

病院のご案内
当院は

敷地内全面禁煙です

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和3年7月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111
■お問い合わせ

（代表）
大阪赤十字病院

http://www.jrc.or.jp/
赤十字全般

当院は、敷地内全面禁煙を
実施しています。

ご理解とご協力をお願いします。

シリーズ 麻酔科・集中治療部長 西 憲一郎情熱の白衣 医師の素顔● 看護師レポート77

食だより／夏バテ防止『スパイス』　　　お薬ミニ知識／一包化してもらえないお薬があるのはなぜ？
『がんサポートチーム』からのお知らせ　　　かかりつけ医をもちましょう　　
コロナ禍における災害時の対応　　　Topics Box〈ニュース＆イベント〉

大阪赤十字病院の理念

当院における新型コロナウイルス感染症対策特 集

「華ドローイング」 宮本 憲史朗 （エイブルアート・カンパニー所属  http://www.ableartcom.jp)
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についてご  寄  付

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 寄付の方法については、ホームページにも掲載しています。
06ー6774ー5111大阪赤十字病院  総務管理課 （代表）

■税制上の優遇措置

■表彰制度

個人として資金を拠出された場合
●

1.有功章・社長感謝状
①事業資金として、一時または累計額で20万円以上を納められたとき → 銀色有功章 
②事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 金色有功章
③金色有功章を受章された方がさらに事業資金として、一時または累計額で50万円以上を
　納められたとき → 社長感謝状

3.特別社員章
（個人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき
　　　 → 称号付与通知書特別社員章
（法人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書
〈備考〉事業資金などを納められた個人、法人・団体には、納入金額に応じて上記の表彰のほか、
　　　次の手続きをいたします。
・ 厚生労働大臣感謝状（手続きは同一年度内1回のみ）
　　個人の場合 → 一時または同一年度内の累計額で100万円以上、500万円未満
　　法人・団体の場合 → 一時または同一年度内の累計額で300万円以上、1,000万円未満
・ 紺綬褒章（手続きはその都度）
　　個人の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で500万円以上
　　法人・団体の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で1,000万円以上

寄付金の全額（ただし、上限は寄付者の年間所得額の40％）から2,000円を差し引いた
額が寄付者の年間所得総額から控除されます。（所得税法第78条第2項第3号）
法人として資金を拠出された場合
●特定公益増進法人に対する寄付金の損金算入限度額を損金に算入することができます。
（法人税法第37条第4項）

ご寄付の連絡先

2.支部長表彰状（感謝状）  
　個人、法人・団体より事業資金として一時または累計額で10万円以上を納められたとき

※寄付金損金算入限度額については、法人の資本や所得金額によって異なります。
　限度額については税務署や税理士の方にご確認ください。

※国の表彰については、表彰を代行申請するものであり、ご受章をお約束するものではありません。
　また、代行申請にあたり別途ご提出いただく書類があります。

　新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さん
および企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。皆さまからの温かいご支援に
感謝申し上げるとともに、当院を受診される皆さまのご期待にお応えできますよう、職員
一同真摯に職務に励みます。皆さまのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

　すずらんの寄贈は、全日本空輸株式会社の
ご厚意により昭和31年より行われており、
今年で66回目を迎えました。
　例年、客室乗務員と地上旅客係員の皆さまにお越しいただ
き、寄贈セレモニーやしおりの配布を行っていますが、昨年度に
続き本年度も、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
のため中止となりました。
　しかしながら、５月２６日(水)、全日本空輸株式会社の皆さまより、すずらん
の花の鉢植えとすずらんの香りがするしおりをお送りいただき、すずらんの
爽やかな香りに心癒されるひとときを過ごしました。

News大空から「しあわせの花」すずらんが
届けられました

News再来受付機と自動精算機が
リニューアルしました

News

▲8階B病棟にしおりが届けられました

●平日 8：30～16：30

●平日 8：00～

人事異動情報 （令和3年4月9日～7月1日付）
採用

　「赤十字」の創始者はスイス人のアンリー・デュナンです。1859年にイタリ
ア統一戦争の激戦地でデュナンが「苦しむ人は敵味方関係なく救護しなけ
ればならない」という思いを持ったことが赤十字の原点です。彼の誕生日にち
なみ、毎年５月８日は世界赤十字デーと定められています。
　日本赤十字社では、この日を含む毎年５月を赤十字運動月間としています。
当院でも５月中に院内に設置した活動資金へのご協力をお願いする募金箱
に32,577円のご協力をいただきました。誠にありがとうございました。

活動資金へのご協力
ありがとうございました

5月は
赤十字運動月間

〈4月9日付〉●手賀　丈太（脳神経外科部・非常勤嘱託医師）　〈5月1日付〉●仙田　典子
（乳腺外科部・非常勤嘱託医師）　〈5月14日付〉●永野　祐志（脳神経外科部・非常勤嘱託医師）
〈6月1日付〉●小林　弘尚（産婦人科部・医師）　〈7月1日付〉●長谷部　孝毅（耳鼻咽喉科・
頭頸部外科部・医師）　●平山　典宏（脳神経内科部・非常勤嘱託医師）　●桜井　孝規（病理診
断科部・非常勤嘱託医師）　●南口　早智子（病理診断科部・非常勤嘱託医師）　●藤本　正数
（病理診断科部・非常勤嘱託医師）　　　　〈5月31日付〉●山田　圭吾（救急科部・医師）
〈6月30日〉●勝嶌　浩紀（病理診断科部・医師）　

　新しい再来受付機・自動精算機は、英語・中国語・やさしい日本語などの多
言語表示が可能になりました（精算機は英語のみ）。なお、再来院される場合は、
必ず再来受付機で受付した後で検査または各科外来受付にお越しください。

再来受付機（2階総合ホールに設置）

▲画面が大きく操作しやすくなりました

▲多言語表示ができるようになりました

◀クレジットカードは
　こちらに挿入します

中国語英 語

▼すずらんの鉢植えとしおりを受け取りました。
　左から当院黒岡看護部長、坂井院長、
　宮野副院長兼管理局長

日本赤十字社に対してなされた活動資金のご協力は、税制上の優遇措置が受けられます。

退職

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和3年7月発行　第77号1 8
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新型コロナウイルス感染症対策
本館２階総合ホール・院内施設の

本館2階総合ホールの店舗においても新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のための対策を行っています。
各店舗の取り組みを紹介します。

レストラン
ROYAL

　『レストラン　ROYAL』では、お客様に
安心してお食事を楽しんでいただけるよ
う以下のような取り組みを行っています。

営業時間 平日／8：00～18：00（17：30 ラストオーダー）
 定休日 日、祝 臨時休業 当面の間、土曜は臨時休業

営業時間 平日／7：00～20：00

営業時間 平日／8：30～18：00、 土曜／8：30～16：00
定休日 日・祝・年末年始

ロイヤルコントラクトサービス株式会社

事務室

総合サービスカウンター

A

C

B

産婦人科 外科 脳神経内科

精　神
神経科

脳神経外科
小児外科

耳鼻咽喉科
頭頸部外科

眼科

院外処方せん相談窓口

自動精算機

ボラン
ティア室

西
玄
関

授
乳
室

駐車場連絡通路

総合ホール
2Ｆ外来ホール

1
2 3

4

1

▲検温

▲会計への床のサイン表示

▲アクリル板パーテーション

▲レストラン入り口

▲レジ前パーテーション

▲飛沫防止シートを設置したレジ周り

▲CO2センサー

▲客席パーテーション

▼手指消毒

▼店内

NISSEKI BARBER ・ BEAUTY CENTER
ヘアーサロン
日赤理・美容センター

3

※営業時間外希望の方は、TEL.06-6779-3703までお問い合わせください。

当サロンでは、理・美容師法の衛生管理に遵守し、
感染防止を徹底しています。

黙食にご協力ください。

コンビニエンスストア
大阪赤十字病院店ファミリーマート

　当店ではファミリーマート本部が定める、
新型コロナウイルス感染拡大防止対策基準
に則り、対策を行っています。
　以下の取り組みを実施し、お客様に安心
してお買い物をしていただける店舗作りを行
っています。

営業時間 24時間営業、年中無休

2 コーヒーショップ
タリーズコーヒー

4

● 換気
入口のドアと店内の窓を開放し、換気を実施

　サロン内ではマスク着用、検温、手指消毒にご協力
ください。

● 検温
お客様とスタッフの健康状態のチェック

● 飛沫による感染の防止
マスク・フェイスシールドの着用、パーテーションの設置

● 消毒
手指消毒、設備・器具道具・タオルの消毒

● 換気
密閉状態を防ぐためドアを開放

● ソーシャルディスタンス
お客様、スタッフ同士の間隔をあけ、
案内できる人数を制限

● アクリル板パーテーションの設置

● 従業員の体調管理および感染予防の徹底

● 換気
CO2センサーを設置し、CO2濃度を計測しながら
換気の状態を常に確認

● ソーシャルディスタンス
一部、客席を間引き、距離を保つように配置

● マスク着用の案内

● 消毒液の設置
入退店時にご使用いただけるよう、入口にアルコ
ール消毒液を設置

● アクリル板パーテーションの設置
各席にアクリル板パーテーションを設置し、
飛沫による感染を防止

● ソーシャルディスタンス

店内入口に
お客様向け
消毒用アルコール
の設置

ストアスタッフの
マスク着用の
徹底

ストアスタッフの
定期的な手洗い・
アルコール消毒
の実施

各レジカウンター
での飛沫防止
シートの設置

お客様の接触機会
が多い買い物かご、
コピー機、ATM、
Famiポートなどの
定期的な消毒

お会計時の
コイントレーの
使用

買い物かご、取って類、ディスプレイ類、など

ソーシャル
ディスタンス確保
のためのレジ前の
並び位置の変更

店内換気の
励行

1

5

2

6

3

7

4

8

レジ前にアクリル板パーテーションを設置し、ご注文
時の飛沫感染を防止。客席（対面席）にもパーテーシ
ョンを設置し、『飲食時以外でのマスク着用のお願
い』を貼り付けマスク着用を促進。

上記のハード面以外にマスク非着用のお客様へは、
従業員よりマスク着用お願いのお声がけを実施

出勤前に体温チェックと体調の申告を行い、少しで
も症状がある場合は出勤停止。従事中はマスク着用
を徹底。

臨時休業 当面の間、土曜・日曜・祝日は臨時休業  ※通常9：00～18：00

入店前やお会計をお待ちのお客様に、床へのサイ
ン表示などを利用し、密にならないようにお声が
けを実施

1
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同
居
家
族
と
の
不
要
不
急
の

外
出・外
食
の
自
粛

同
居
家
族
が
家
族
以
外
と
の
会
合

（
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
）・会
食
へ
の
参
加
自
粛

し
て
、椅
子
の
数
を
減
ら
し
、間
隔
を
あ
け
て
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
●
各
ト
イ
レ
に
手
洗
い
手
順
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。ま
た
、病
院
入
り
口
に
も
手
指
消
毒
剤
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、手
洗
い
、手
指
消
毒
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
●
来
院
さ
れ
る
方
は
症
状
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、マ
ス
ク
を
ご
着
用
く
だ
さ
い
。北
玄
関
、３
階
に

は
マ
ス
ク
の
自
動
販
売
機
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
●
院
内
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、外
来
受
診
時
は

患
者
さ
ん
の
み
で
ご
来
院
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。付
き
添
い
が
必
要
な
場
合
は
、原
則

１
名
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
●
入
院
予
定
日
前
の
２
週
間
は
体
温
測
定
を

行
い
、可
能
な
限
り
人
と
接
触
し
な
い
よ
う
に
ご

自
宅
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。入
院
当
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
問
診
票
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
●
全
身
麻
酔
手

術
を
受
け
る
場
合

や
医
師
が
必
要
と

判
断
し
た
場
合
は
、

入
院
時
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。こ
の

検
査
結
果
が
陽
性
と
な
っ
た
場
合
は
、手
術
や

入
院
が
延
期
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
●
入
院
患
者
さ
ん
へ
の
面
会
は
禁
止
し
て
い
ま

す
。２
階
フ
ロ
ア
な
ど
で
待
ち
合
わ
せ
て
の
面
会
も

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
●
患
者
さ
ん
自
身
が
濃
厚
接
触
者（
検
査
を
し

て
陰
性
で
あ
っ
た
場
合
も
含
む
）の
場
合
や
、入
院

感
染
対
策

�������
職
員
食
堂・休
憩
室
な
ど
で
の

マ
ス
ク
を
外
し
て
の
会
話
の
禁
止

▲発熱外来

同
居
家
族
以
外
と
の
会
合

（
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
）・

会
食
へ
の
参
加
の
禁
止

こ
ま
め
な
手
洗
い・手
指
消
毒

出
勤
前
お
よ
び

勤
務
開
始
時
の
体
温
測
定

▲病院建物内の換気システム ▲受付にアクリル板を設置

▲術前PCR採取場

678910

し
て
か
ら
入
院
前
に
接
触
し
た
方
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
患
し
た
場
合
は
、直
ち
に

職
員
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
外
来
や
病
棟
は
、日
常
的
に
環
境
清
掃
お
よ

び
適
宜
消
毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。特
に
高
頻
度
接

触
面（
人
が
よ
く
触
れ
る
所
）は
清
掃
回
数
を
増

や
し
て
い
ま
す
。

　
●
外
来
や
病
棟
に
お
い
て
検
査
や
処
置
を
実
施

す
る
際
、必
要
時
職
員
は
防
護
具（
マ
ス
ク・ガ
ウ
ン・

ゴ
ー
グ
ル・手
袋・帽
子
）を
着
用
し
、患
者
さ
ん
や

他
者
へ
配
慮
し
た
対
応
を
し
ま
す
。

1213

11

当
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　平
素
よ
り
院
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
号
で
は
当
院
で
行
っ
て
い
る
感
染
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

引
き
続
き
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲病院玄関の感染防止対策／非接触型
　体温計（中央）、マスク自動販売機（右）非接触型体温計非接触型体温計
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����������� 　
職
員
お
よ
び
職
員
の
同
居
家
族
は
、次
の
感
染

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、職
員
に
発
熱（
37・０
℃
以
上
）な
ど
の

症
状
が
出
現
し
た
場
合
、出
勤
を
控
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。病
院
を
受
診
し
て
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な

ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
結
果

が
陰
性
で
あ
っ
た
場
合
も
、症
状
が
消
失
し
た
日

を
０
日
と
し
て
３
日
は
自
宅
で
待
機
し
た
後
に

出
勤
を
許
可
し
て
い
ま
す
。職
員
個
人
、所
属
上
長
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
室
が
連
携
を
と
り
、職
員
の
健
康

管
理
を
行
って
い
ま
す
。

職
員
の
感
染
対
策

新型コロナウイルス感染症対策
本館２階総合ホール・院内施設の

本館2階総合ホールの店舗においても新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のための対策を行っています。
各店舗の取り組みを紹介します。

レストラン
ROYAL

　『レストラン　ROYAL』では、お客様に
安心してお食事を楽しんでいただけるよ
う以下のような取り組みを行っています。

営業時間 平日／8：00～18：00（17：30 ラストオーダー）
 定休日 日、祝 臨時休業 当面の間、土曜は臨時休業

営業時間 平日／7：00～20：00

営業時間 平日／8：30～18：00、 土曜／8：30～16：00
定休日 日・祝・年末年始

ロイヤルコントラクトサービス株式会社

事務室

総合サービスカウンター

A

C

B

産婦人科 外科 脳神経内科

精　神
神経科

脳神経外科
小児外科

耳鼻咽喉科
頭頸部外科

眼科

院外処方せん相談窓口

自動精算機

ボラン
ティア室

西
玄
関

授
乳
室

駐車場連絡通路

総合ホール
2Ｆ外来ホール

1
2 3

4

1

▲検温

▲会計への床のサイン表示

▲アクリル板パーテーション

▲レストラン入り口

▲レジ前パーテーション

▲飛沫防止シートを設置したレジ周り

▲CO2センサー

▲客席パーテーション

▼手指消毒

▼店内

NISSEKI BARBER ・ BEAUTY CENTER
ヘアーサロン
日赤理・美容センター

3

※営業時間外希望の方は、TEL.06-6779-3703までお問い合わせください。

当サロンでは、理・美容師法の衛生管理に遵守し、
感染防止を徹底しています。

黙食にご協力ください。

コンビニエンスストア
大阪赤十字病院店ファミリーマート

　当店ではファミリーマート本部が定める、
新型コロナウイルス感染拡大防止対策基準
に則り、対策を行っています。
　以下の取り組みを実施し、お客様に安心
してお買い物をしていただける店舗作りを行
っています。

営業時間 24時間営業、年中無休

2 コーヒーショップ
タリーズコーヒー

4

● 換気
入口のドアと店内の窓を開放し、換気を実施

　サロン内ではマスク着用、検温、手指消毒にご協力
ください。

● 検温
お客様とスタッフの健康状態のチェック

● 飛沫による感染の防止
マスク・フェイスシールドの着用、パーテーションの設置

● 消毒
手指消毒、設備・器具道具・タオルの消毒

● 換気
密閉状態を防ぐためドアを開放

● ソーシャルディスタンス
お客様、スタッフ同士の間隔をあけ、
案内できる人数を制限

● アクリル板パーテーションの設置

● 従業員の体調管理および感染予防の徹底

● 換気
CO2センサーを設置し、CO2濃度を計測しながら
換気の状態を常に確認

● ソーシャルディスタンス
一部、客席を間引き、距離を保つように配置

● マスク着用の案内

● 消毒液の設置
入退店時にご使用いただけるよう、入口にアルコ
ール消毒液を設置

● アクリル板パーテーションの設置
各席にアクリル板パーテーションを設置し、
飛沫による感染を防止

● ソーシャルディスタンス

店内入口に
お客様向け
消毒用アルコール
の設置

ストアスタッフの
マスク着用の
徹底

ストアスタッフの
定期的な手洗い・
アルコール消毒
の実施

各レジカウンター
での飛沫防止
シートの設置

お客様の接触機会
が多い買い物かご、
コピー機、ATM、
Famiポートなどの
定期的な消毒

お会計時の
コイントレーの
使用

買い物かご、取って類、ディスプレイ類、など

ソーシャル
ディスタンス確保
のためのレジ前の
並び位置の変更

店内換気の
励行

1

5

2

6

3

7

4

8

レジ前にアクリル板パーテーションを設置し、ご注文
時の飛沫感染を防止。客席（対面席）にもパーテーシ
ョンを設置し、『飲食時以外でのマスク着用のお願
い』を貼り付けマスク着用を促進。

上記のハード面以外にマスク非着用のお客様へは、
従業員よりマスク着用お願いのお声がけを実施

出勤前に体温チェックと体調の申告を行い、少しで
も症状がある場合は出勤停止。従事中はマスク着用
を徹底。

臨時休業 当面の間、土曜・日曜・祝日は臨時休業  ※通常9：00～18：00

入店前やお会計をお待ちのお客様に、床へのサイ
ン表示などを利用し、密にならないようにお声が
けを実施

1

　
外
来
受
診
時

に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
疑
う
所
見

（
医
師
、看
護
師

に
よ
る
問
診
や

症
状
）が
あ
っ
た

場
合
、発
熱
外

来
を
受
診
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。発
熱
外
来
は
１
階

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
西
側
に
あ
り
、一
般
の
患
者
さ
ん

と
は
離
れ
た
場
所
で
診
察
や
検
査
を
行
い
ま
す
。

検
査
結
果
が
出
る
ま
で
は
極
力
他
者
へ
の
接
触
を

控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。ま
た
、発
熱
外
来
を
受
診

し
た
後
に
帰
宅
、入
院
と
な
っ
た
場
合
も
、検
査

結
果
が
出
た
時
点
で
医
師
か
ら
患
者
さ
ん
へ
連
絡

し
ま
す
。結
果
が
出
る
時
間
は
検
査
件
数
に
よ
り

多
少
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
、待
機
時
間
が
長
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

発
熱
外
来

3

　
●
病
院
入
り

口
に
非
接
触
型

体
温
計
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、

入
館
時
に
体
温

測
定
を
お
願
い

し
ま
す
。た
だ
し
、

ご
来
院
の
際
は
、事
前
に

ご
自
宅
で
体
温
測
定
を

し
て
い
た
だ
き
、発
熱
な

ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
疑
う
症
状
が

あ
る
場
合
は
来
院
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
●
対
面
で
接
触

す
る
可
能
性
の
あ

る
受
付
や
会
計
窓

口
に
は
、ア
ク
リ
ル

板
を
設
置
し
、飛

沫
に
よ
る
感
染
の

防
止
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
●
機
械
に
よ
る

換
気
で
建
物
内
と

外
気
の
入
れ
替
え

を
行
って
い
ま
す
。

　
●
待
合
室
で
の

３
密
を
避
け
る
た

め
の
取
り
組
み
と

外
来・病
棟
に
お
け
る

感
染
対
策

2

1
234

通
勤
時
を
含
め
た
常
日
頃
の
マ
ス
ク
の
着
用

同
居
家
族
と
の
不
要
不
急
の

外
出・外
食
の
自
粛

同
居
家
族
が
家
族
以
外
と
の
会
合

（
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
）・会
食
へ
の
参
加
自
粛

し
て
、椅
子
の
数
を
減
ら
し
、間
隔
を
あ
け
て
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
●
各
ト
イ
レ
に
手
洗
い
手
順
を
掲
示
し
て
い
ま

す
。ま
た
、病
院
入
り
口
に
も
手
指
消
毒
剤
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
、手
洗
い
、手
指
消
毒
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
●
来
院
さ
れ
る
方
は
症
状
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、マ
ス
ク
を
ご
着
用
く
だ
さ
い
。北
玄
関
、３
階
に

は
マ
ス
ク
の
自
動
販
売
機
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
●
院
内
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、外
来
受
診
時
は

患
者
さ
ん
の
み
で
ご
来
院
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。付
き
添
い
が
必
要
な
場
合
は
、原
則

１
名
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
●
入
院
予
定
日
前
の
２
週
間
は
体
温
測
定
を

行
い
、可
能
な
限
り
人
と
接
触
し
な
い
よ
う
に
ご

自
宅
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。入
院
当
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
す
る
問
診
票
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
●
全
身
麻
酔
手

術
を
受
け
る
場
合

や
医
師
が
必
要
と

判
断
し
た
場
合
は
、

入
院
時
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。こ
の

検
査
結
果
が
陽
性
と
な
っ
た
場
合
は
、手
術
や

入
院
が
延
期
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
●
入
院
患
者
さ
ん
へ
の
面
会
は
禁
止
し
て
い
ま

す
。２
階
フ
ロ
ア
な
ど
で
待
ち
合
わ
せ
て
の
面
会
も

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
●
患
者
さ
ん
自
身
が
濃
厚
接
触
者（
検
査
を
し

て
陰
性
で
あ
っ
た
場
合
も
含
む
）の
場
合
や
、入
院

感
染
対
策
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職
員
食
堂・休
憩
室
な
ど
で
の

マ
ス
ク
を
外
し
て
の
会
話
の
禁
止

▲発熱外来

同
居
家
族
以
外
と
の
会
合

（
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
）・

会
食
へ
の
参
加
の
禁
止

こ
ま
め
な
手
洗
い・手
指
消
毒

出
勤
前
お
よ
び

勤
務
開
始
時
の
体
温
測
定

▲病院建物内の換気システム ▲受付にアクリル板を設置

▲術前PCR採取場
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し
て
か
ら
入
院
前
に
接
触
し
た
方
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
患
し
た
場
合
は
、直
ち
に

職
員
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
外
来
や
病
棟
は
、日
常
的
に
環
境
清
掃
お
よ

び
適
宜
消
毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。特
に
高
頻
度
接

触
面（
人
が
よ
く
触
れ
る
所
）は
清
掃
回
数
を
増

や
し
て
い
ま
す
。

　
●
外
来
や
病
棟
に
お
い
て
検
査
や
処
置
を
実
施

す
る
際
、必
要
時
職
員
は
防
護
具（
マ
ス
ク・ガ
ウ
ン・

ゴ
ー
グ
ル・手
袋・帽
子
）を
着
用
し
、患
者
さ
ん
や

他
者
へ
配
慮
し
た
対
応
を
し
ま
す
。

1213

11

当
院
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　平
素
よ
り
院
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
号
で
は
当
院
で
行
っ
て
い
る
感
染
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

引
き
続
き
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲病院玄関の感染防止対策／非接触型
　体温計（中央）、マスク自動販売機（右）非接触型体温計非接触型体温計
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3 2
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暑
さ
が
厳
し
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。暑
く
な
る
と
体
が
だ
る
く
な
る
、疲
れ
が

と
れ
な
い
な
ど
、夏
バ
テ
に
な
って
し
ま
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
と
き

こ
そ
、ス
パ
イ
ス
を
使
っ
た
料
理
を
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ス
パ
イ
ス
は
古
く
か
ら
イ
ン
ド
な
ど
の
気
温
の
高
い
国
で〝
天
然
の
薬
〞と
し
て
、料
理
に

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。発
汗
促
進
、疲
労
回
復
、食
欲
増
進
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が

あ
り
、厳
し
い
夏
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
ぴ
っ
た
り
の
食
材
で
す
。ま
た
ス
パ
イ
ス
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、風
味
や
香
り
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り
食
材
の
旨
味
が
際
立
つ
の
で
、

塩
分
控
え
め
で
も
お
い
し
く
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
、コ
リ
ア
ン
ダ
ー
、ク
ミ
ン
、唐
辛

子
な
ど
数
種
類
の
ス
パ
イ
ス
を
手
軽
に
取
り
入
れ
ら
れ
る

カ
レ
ー
粉
を
使
用
し
た
、タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
と
夏
野
菜

の
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。オ
ー
ブ
ン
や

フ
ラ
イ
パ
ン
ひ
と
つ
で
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
試

し
く
だ
さ
い
。

一包
化
し
て
も
ら
え
な
い
お
薬
が
あ
る
の
は
な
ぜ
？

夏
バ
テ
防
止『
ス
パ
イ
ス
』

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士
　光
田 

千
穂

ミニ知識 薬剤部  薬物療法支援課
宇野 百合香お 薬

❶炊飯器にお米、とうもろこし、塩を入れ、通常どおりの水加減で炊飯する。
❷タンドリーチキンの合わせ調味料を、ポリ袋に入れよく混ぜる。
❸一口大に切った鶏もも肉を②に入れよく揉み込み、15分程度漬ける。
❹お好みの夏野菜を食べやすい大きさに切り、ハーブソルトを振る。
❺③、④を220℃に余熱したオーブンで20～25分焼く。フライパンの場合
　はクッキングシートを敷き、中火で焼き目がつくまで加熱する。
❻お皿に、とうもろこしご飯と⑤を盛り付けて完成。

　
お
薬
を
シ
ー
ト
か
ら
出
す
の
が
難
し
い
、お
薬
の
種
類

が
た
く
さ
ん
あ
って
飲
み
間
違
え
て
し
ま
う
な
ど
、お
薬

の
こ
と
で
困
って
い
ま
せ
ん
か
。こ
の
よ
う
な
場
合
、医
師

や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
い
た
だ
く
と
、飲
む
時
間
ご
と
に

１
回
分
の
お
薬
を
１
つ
の
袋
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
れ
を『
一
包
化
』と
い
い
ま
す
。し
か
し
、一
包

化
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、シ
ー
ト
の
ま
ま
で
お
渡
し
す
る

お
薬
も
あ
り
ま
す
。今
回
は
、そ
の
理
由
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
通
常
、湿
気
や
光
に
よ
り
品
質
が
劣
化
し
て
し
ま
う
お
薬
は
、そ
れ
ら
か
ら
お
薬
を
守
る

た
め
に
、シ
ー
ト
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
シ
ー
ト
に
入
っ
て
い
る

お
薬
は
湿
気
や
光
に
弱
い
も
の
が
多
い
た
め
、ピ
ル
ケ
ー
ス
で
管
理
さ
れ
て
い
る
方
は
注
意
が

必
要
で
す
。こ
の
よ
う
な
お
薬
は
、飲
む
直
前
に
シ
ー
ト
か
ら
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、前
述
の
理
由
が
あ
る
も
の
の
、短
期
間
分
で
あ
れ
ば
品
質
に
影
響
が
な
く
、一包
化

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。一包
化
さ
れ
た
お
薬
は
シ
ー
ト
の
ま
ま
の
お
薬
よ
り
も
湿
度
や

光
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
る
た
め
、保
管
方
法
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
に
も
、今
回
紹
介
し
た
以
外
の
理
由
で一包
化
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
薬
剤
師
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。　

150ｇ
／ 本
少々
61

81

21

21

　
私
が
看
護
師
に
な
っ
た
の
は
、栄
養
士

と
し
て
病
院
で
働
い
て
い
た
家
族
や
学
校

で
生
徒
を
介
抱
す
る
保
健
室
の
先
生
を

見
て
、「
や
さ
し
い
仕
事
だ
な
」と
憧
れ
を

感
じ
た
の
が
、き
っ
か
け
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
重
症
患
者
さ
ん
の
治
療
を
受
け
持
つ
I
C
U

（
集
中
治
療
室
）で
、患
者
さ
ん
の
看
護
に
携
わ
り
、

看
護
係
長
と
し
て
後
輩
の
指
導
を
担
当
し
て
い
ま

す
。今
、こ
こ
で
や
り
が
い
を
感
じ
て
働
い
て
い
る
の

は
、長
野
で
の
看
護
師
時
代
に
、患
者
さ
ん
に
必
要

な
ケ
ア
を
う
ま
く
提
供
で
き
な
か
っ
た
経
験
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。「
も
っ
と
が
ん
ば
り
た
い
」と
、集
中

ケ
ア
認
定
看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
、I
C
U
の

専
門
看
護
師
と
し
て
10
数
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
I
C
U
で
は
、医
師
の
指
示
の
も
と
に
看
護
を

す
る
だ
け
で
は
な
く
、患
者
さ
ん
に
と
っ
て
何
が

大
事
か
と
い
う
こ
と
を
、自
分
で
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。や
る
べ
き
看
護
を
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く

行
う
こ
と
、そ
れ
が
患
者
さ
ん
の
た
め
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
、わ
か
って
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
I
C
U
の
役
割
は
、患
者
さ
ん
が
病
棟
で
入
院
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
、入
院
前
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
す
。病
気
の
治
療
、生
活
に
必
要
な
活
動
が
で
き
る
こ
と
、体
力

を
つ
け
る
こ
と
も
必
要
で
、そ
こ
に
医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
、臨

床
工
学
技
士
、理
学
療
法
士
、管
理
栄
養
士
が
チ
ー
ム
と
な
って
、

ど
こ
ま
で
介
入
で
き
る
か
で
、結
果
が
変
わ
って
き
ま
す
。

　
常
に
新
し
い
医
療
を
提
供
で
き

る
よ
う
、勉
強
は
大
切
で
す
が
、看

護
も
チ
ー
ム
医
療
も一人
で
は
で
き

な
い
こ
と
で
す
。日
々
変
わ
る
患
者

さ
ん
の
状
態
、生
命
力
、治
療
の
方
向
性
、処
置
、タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
極
め
て
行
動
し
、は
じ
め
て
結
果
と
な
って
い
き
ま
す
。看
護
係

長
と
し
て
、そ
の
看
護
の
や
り
が
い
を
、後
輩
た
ち
と
分
か
ち
合
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。患
者
さ
ん
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
一
緒
に

考
え
な
が
ら
、患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に「
こ
こ
で
治
療
が
で
き
て

良
か
っ
た
」と
思
って
も
ら
え
る
看
護
を
届
け
て
い
き
た
い
で
す
。

長野県生まれ。看護専門学校を卒業後、長野赤十字病院に入職。平成16年集中ケア認定看護師資格を取得。
平成23年当院に赴任し、平成24年集中治療室の看護係長へ昇任。集中治療室のチーム医療を支える一員として活躍している。

看護師レポート SACHIKO HANAOKA77

一人ひとりの力が必要なチーム医療と看護
患者さんにとっての最善を大事にしていきたい

看
護
係
長  

花
岡 

幸
子

　「
何
気
な
く
」選
ん
だ
道
が
、活
躍
の

場
へ
導
い
て
く
れ
る
。麻
酔
科
の
西
医
師

は
、ま
さ
に
そ
れ
を
体
現
す
る
医
師
だ
。

歯
科
医
師
と
し
て
、患
者
さ
ん
の
た
め

に
１
日
中
働
い
て
い
た
父
の
姿
を
見
て
、

「
何
気
な
く
」跡
を
継
ぎ
た
い
と
、医
療

系
の
進
路
を
考
え
て
い
た
。そ
し
て
医

療
系
に
進
む
な
ら
、全
身
の
病
気
を
診

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、手
術
を
専
門

と
し
、豊
富
な
医
療
技
術
が
必
要
な

整
形
外
科
医
を
め
ざ
し
て
い
た
が
、最
初

は
麻
酔
科
の
研
修
医
に
。「
麻
酔
科
で

全
身
管
理
に
つい
て
勉
強
し
て
か
ら
、整

形
外
科
へ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で

師
事
し
て
い
た
先
生
に『
臨
床
で
の
経

験
を
積
ん
だ
ほ
う
が
い
い
』と
言
わ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
病
院
で
研
修
を
重
ね

た
期
間
に
、麻
酔
科
医
の
仕
事
に
手
応

え
を
感
じ
て
い
き
ま
し
た
。」

　
麻
酔
科
医
と
し
て
働
く
う
ち
に
、

重
症
患
者
を
治
療
す
る
I
C
U（
集
中

治
療
室
）、I
C
U
か
ら
救
急
医
療
も

学
び
た
い
と
、救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に

出
向
し
、麻
酔・集
中
治
療
、救
命
救
急

に
か
か
わ
って
い
く
。「
そ
の
頃
に
は
麻
酔

や
集
中
治
療
への
興
味
の
ほ
う
が
ま
さ
っ

て
い
ま
し
た
」と
い
う
西
医
師
に
、麻
酔

科
医
の
仕
事
の
や
り
が
い
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
に
あ
る
の
か
を
聞
い
て
み
た
。

　「
手
術
時
に
麻
酔
薬
を
投
与
す
る
こ

と
で
、患
者
さ
ん
の
安
全
を
守
る
。そ
れ

が
患
者
さ
ん
の
治
療
に
役
立
つ
と
、シ
ン

プ
ル
な
結
果
と
し
て
表
れ
る
と
こ
ろ
に

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。実
際
は

そ
ん
な
簡
単
な
も
の
で
は
な
く
て
、薬

を
投
与
し
て
患
者
さ
ん
の
心
臓
を
停
止

さ
せ
、人
工
心
肺
の
な
か
で
手
術
を
行

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、手
術
中
の
患
者
さ

ん
の
体
の
リ
ス
ク
や
負
担
を
減
ら
し
、

手
術
を
安
全
に
行
い
、術
後
の
状
態
を

安
定
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
仕
事
。

今
は
、高
齢
の
方
や
基
礎
疾
患
で
手
術

に
リ
ス
ク
が
あ
る
患
者
さ
ん
で
も
、手
術

で
元
気
に
な
れ
る
時
代
で
す
。手
術
に

携
わ
る
麻
酔
科
医
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

術
後
の
管
理
を
行
う
I
C
U
で
も
、患

者
さ
ん
を
治
し
て
い
き
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。」

　
西
医
師
の
い
う
I
C
U
と
は
、「
究
極

の
チ
ー
ム
医
療
」。重
症
患
者
さ
ん
が
運

ば
れ
る
I
C
U
は
、病
気
を
治
す
時
間

を
つ
く
る
場
所
で
あ
り
、患
者
さ
ん
に

一番
力
を
そ
そ
ぐ
必
要
が
あ
る
場
所
だ
。

「
I
C
U
で
は
、各
科
の
医
師
、看
護
師
、

薬
剤
師
、臨
床
工
学
技
士
、理
学
療
法

士
、管
理
栄
養
士
な
ど
、専
門
ス
タ
ッ
フ

の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。そ
れ
は
、効
率

良
く
患
者
さ
ん
の
治
療
を
進
め
て
、新

た
な
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、

ま
た
日
々
変
化
す
る
患
者
さ
ん
の
容
態

に
対
応
し
て
い
く
た
め
で
あ
り
、常
に
時

間
と
の
勝
負
で
す
。そ
の
治
療
や
看
護

に
は
、専
門
ス
タ
ッ
フ
の
目
を
通
し
た
意

見
が
活
き
て
き
ま
す
。『
こ
の
患
者
さ
ん

を
治
す
た
め
に
』と
、各
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
取
り
組
む
チ
ー
ム
医
療
で
、治
療
を

前
進
さ
せ
て
、病
気
を
治
し
て
い
き
た
い
。

〝
I
C
U
な
ら
〞と
頼
ら
れ
る
、そ
ん
な

場
所
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」

　
西
医
師
は
、い
ま
I
C
U
と
い
う〝
病

院
の
底
力
が
試
さ
れ
る
場
所
〞に
い
る
。

こ
の
道
が
、数
年
後
は
ど
こ
に
辿
り
つ
い

て
い
る
の
か
、いつ
か
ま
た
聞
い
て
み
た
い
。

専
門
家
が一丸
と
な
る
I
C
U
の
チ
ー
ム
医
療
。

こ
の
場
所
に
来
る
患
者
さ
ん
を一人
で
も
多
く
診
て
い
き
た
い

麻
酔
科・集
中
治
療
部
長  

西  

憲
一
郎

麻
酔
科
医
で
は
留
ま
ら
な
い

患
者
さ
ん
を
治
療
す
る
場
所
へ

K
E
N
IC
H
IR
O
 N
IS
H
I

シ
リ
ー
ズ

オ
ン
で
も
オ
フ
で
も

時
間
を
無
駄
に
し
な
い

情
熱
の
白
衣 

医
師
の
素
顔
●77

I
C
U
の
チ
ー
ム
医
療
で

病
気
を
治
す
可
能
性
を
広
げ
る 学生時代も「チームワ

ーク」を大事にするヨッ
ト部に。日に焼け、体を
鍛えた当時の西医師。

大阪府生まれ。関西医科大学卒業後、同大学大学院医学研究科博士課程に入学。関西医科大学附属病院ほか、麻酔科研修医として研鑽を積み、平成9年より麻酔・集中治療科医師に。
平成18年博士課程修得。救命救急センター、総合集中治療部、麻酔科学の講師として活躍、平成29年当院麻酔科・集中治療部副部長として着任。平成31年に部長に就任した。

夏
〈材料〉（1人分）

　
シ
ー
ト
か
ら
出
す
と
、空
気
中
に
含
ま
れ
る
湿
気
を
吸
っ
て
し
ま
う
お
薬
が
あ
り
ま
す
。お
薬

が
湿
気
を
吸
っ
て
し
ま
う
と
品
質
が
劣
化
す
る
た
め
、一包
化
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
例
）エ
ビ
リ
フ
ァ
イ
Ｏ
Ｄ
錠
、 

セ
レ
ニ
カ
Ｒ
錠
、 ベ
ル
ソ
ム
ラ
錠
、

　
　
グ
ル
コ
バ
イ
錠・O

Ｄ
錠
、 

シ
ュ
ア
ポ
ス
ト
錠
、 

ネ
オ
ー
ラ
ル
カ
プ
セ
ル
、

　
　
プ
ラ
ザ
キ
サ
カ
プ
セ
ル
、 エ
ル
カ
ル
チ
ン
錠
　
な
ど

●
湿
気
を
吸
っ
て
し
ま
う

　
光
に
よ
り
お
薬
の
品
質
が
劣
化
し
て
し
ま
う
た
め
、シ
ー
ト
か
ら
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
お
薬

が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
お
薬
は一包
化
に
は
適
し
て
い
ま
せ
ん
。

（
例
）ベ
ル
ソ
ム
ラ
錠
、 

シ
ン
グ
レ
ア
錠
、 

キ
プ
レ
ス
錠
、 

ビ・シ
フ
ロ
ー
ル
錠
　
な
ど

●
遮
光
が
必
要

　
あ
る
特
定
の
お
薬
同
士
を一緒
の
袋
に
入
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
、お
薬
が
変
色
、着
色
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。高
温
多
湿
な
環
境
に
あ
る
ほ
ど
着
色
が
み
ら
れ
ま
す
。

（
例
）フ
オ
イ
パ
ン
と
オ
ル
メ
サ
ル
タ
ン
、 

メ
ト
ホ
ル
ミ
ン
と
オ
ル
メ
テ
ッ
ク
　
な
ど

●
他
の
お
薬
と一緒
に
す
る
こ
と
で
変
色
な
ど
が
起
き
て
し
ま
う

123

とうもろこしご飯
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とうもろこし
塩
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少々
少々

タンドリーチキン
鶏もも肉
レタス
トマト
★合わせ調味料
　　 ヨーグルト（無糖）
　　 カレー粉
　　 サラダ油
　　 おろしにんにく
　　 おろししょうが

夏野菜のグリル
なす、ズッキーニ、オクラ、かぼちゃ
などお好みの夏野菜　 　　  適量
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休日にはよく旅行に
行っていたという花岡
さん。バラ公園での1枚。
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暑
さ
が
厳
し
い
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。暑
く
な
る
と
体
が
だ
る
く
な
る
、疲
れ
が

と
れ
な
い
な
ど
、夏
バ
テ
に
な
って
し
ま
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
と
き

こ
そ
、ス
パ
イ
ス
を
使
っ
た
料
理
を
取
り
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ス
パ
イ
ス
は
古
く
か
ら
イ
ン
ド
な
ど
の
気
温
の
高
い
国
で〝
天
然
の
薬
〞と
し
て
、料
理
に

利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。発
汗
促
進
、疲
労
回
復
、食
欲
増
進
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が

あ
り
、厳
し
い
夏
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
ぴ
っ
た
り
の
食
材
で
す
。ま
た
ス
パ
イ
ス
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、風
味
や
香
り
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
り
食
材
の
旨
味
が
際
立
つ
の
で
、

塩
分
控
え
め
で
も
お
い
し
く
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
、コ
リ
ア
ン
ダ
ー
、ク
ミ
ン
、唐
辛

子
な
ど
数
種
類
の
ス
パ
イ
ス
を
手
軽
に
取
り
入
れ
ら
れ
る

カ
レ
ー
粉
を
使
用
し
た
、タ
ン
ド
リ
ー
チ
キ
ン
と
夏
野
菜

の
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。オ
ー
ブ
ン
や

フ
ラ
イ
パ
ン
ひ
と
つ
で
簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
試

し
く
だ
さ
い
。

一包
化
し
て
も
ら
え
な
い
お
薬
が
あ
る
の
は
な
ぜ
？

夏
バ
テ
防
止『
ス
パ
イ
ス
』

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士
　光
田 

千
穂

ミニ知識 薬剤部  薬物療法支援課
宇野 百合香お 薬

❶炊飯器にお米、とうもろこし、塩を入れ、通常どおりの水加減で炊飯する。
❷タンドリーチキンの合わせ調味料を、ポリ袋に入れよく混ぜる。
❸一口大に切った鶏もも肉を②に入れよく揉み込み、15分程度漬ける。
❹お好みの夏野菜を食べやすい大きさに切り、ハーブソルトを振る。
❺③、④を220℃に余熱したオーブンで20～25分焼く。フライパンの場合
　はクッキングシートを敷き、中火で焼き目がつくまで加熱する。
❻お皿に、とうもろこしご飯と⑤を盛り付けて完成。

　
お
薬
を
シ
ー
ト
か
ら
出
す
の
が
難
し
い
、お
薬
の
種
類

が
た
く
さ
ん
あ
って
飲
み
間
違
え
て
し
ま
う
な
ど
、お
薬

の
こ
と
で
困
って
い
ま
せ
ん
か
。こ
の
よ
う
な
場
合
、医
師

や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
い
た
だ
く
と
、飲
む
時
間
ご
と
に

１
回
分
の
お
薬
を
１
つ
の
袋
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。こ
れ
を『
一
包
化
』と
い
い
ま
す
。し
か
し
、一
包

化
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、シ
ー
ト
の
ま
ま
で
お
渡
し
す
る

お
薬
も
あ
り
ま
す
。今
回
は
、そ
の
理
由
に
つ
い
て
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
通
常
、湿
気
や
光
に
よ
り
品
質
が
劣
化
し
て
し
ま
う
お
薬
は
、そ
れ
ら
か
ら
お
薬
を
守
る

た
め
に
、シ
ー
ト
が
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
シ
ー
ト
に
入
っ
て
い
る

お
薬
は
湿
気
や
光
に
弱
い
も
の
が
多
い
た
め
、ピ
ル
ケ
ー
ス
で
管
理
さ
れ
て
い
る
方
は
注
意
が

必
要
で
す
。こ
の
よ
う
な
お
薬
は
、飲
む
直
前
に
シ
ー
ト
か
ら
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、前
述
の
理
由
が
あ
る
も
の
の
、短
期
間
分
で
あ
れ
ば
品
質
に
影
響
が
な
く
、一包
化

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。一包
化
さ
れ
た
お
薬
は
シ
ー
ト
の
ま
ま
の
お
薬
よ
り
も
湿
度
や

光
の
影
響
を
受
け
や
す
く
な
る
た
め
、保
管
方
法
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
に
も
、今
回
紹
介
し
た
以
外
の
理
由
で一包
化
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
薬
剤
師
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。　

150ｇ
／ 本
少々
61

81

21

21

　
私
が
看
護
師
に
な
っ
た
の
は
、栄
養
士

と
し
て
病
院
で
働
い
て
い
た
家
族
や
学
校

で
生
徒
を
介
抱
す
る
保
健
室
の
先
生
を

見
て
、「
や
さ
し
い
仕
事
だ
な
」と
憧
れ
を

感
じ
た
の
が
、き
っ
か
け
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
重
症
患
者
さ
ん
の
治
療
を
受
け
持
つ
I
C
U

（
集
中
治
療
室
）で
、患
者
さ
ん
の
看
護
に
携
わ
り
、

看
護
係
長
と
し
て
後
輩
の
指
導
を
担
当
し
て
い
ま

す
。今
、こ
こ
で
や
り
が
い
を
感
じ
て
働
い
て
い
る
の

は
、長
野
で
の
看
護
師
時
代
に
、患
者
さ
ん
に
必
要

な
ケ
ア
を
う
ま
く
提
供
で
き
な
か
っ
た
経
験
が
あ

っ
た
か
ら
で
す
。「
も
っ
と
が
ん
ば
り
た
い
」と
、集
中

ケ
ア
認
定
看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
、I
C
U
の

専
門
看
護
師
と
し
て
10
数
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
I
C
U
で
は
、医
師
の
指
示
の
も
と
に
看
護
を

す
る
だ
け
で
は
な
く
、患
者
さ
ん
に
と
っ
て
何
が

大
事
か
と
い
う
こ
と
を
、自
分
で
考
え
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。や
る
べ
き
看
護
を
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く

行
う
こ
と
、そ
れ
が
患
者
さ
ん
の
た
め
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
、わ
か
って
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
I
C
U
の
役
割
は
、患
者
さ
ん
が
病
棟
で
入
院
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
、入
院
前
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
す
。病
気
の
治
療
、生
活
に
必
要
な
活
動
が
で
き
る
こ
と
、体
力

を
つ
け
る
こ
と
も
必
要
で
、そ
こ
に
医
師
、看
護
師
、薬
剤
師
、臨

床
工
学
技
士
、理
学
療
法
士
、管
理
栄
養
士
が
チ
ー
ム
と
な
って
、

ど
こ
ま
で
介
入
で
き
る
か
で
、結
果
が
変
わ
って
き
ま
す
。

　
常
に
新
し
い
医
療
を
提
供
で
き

る
よ
う
、勉
強
は
大
切
で
す
が
、看

護
も
チ
ー
ム
医
療
も一人
で
は
で
き

な
い
こ
と
で
す
。日
々
変
わ
る
患
者

さ
ん
の
状
態
、生
命
力
、治
療
の
方
向
性
、処
置
、タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
極
め
て
行
動
し
、は
じ
め
て
結
果
と
な
って
い
き
ま
す
。看
護
係

長
と
し
て
、そ
の
看
護
の
や
り
が
い
を
、後
輩
た
ち
と
分
か
ち
合
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。患
者
さ
ん
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
一
緒
に

考
え
な
が
ら
、患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に「
こ
こ
で
治
療
が
で
き
て

良
か
っ
た
」と
思
って
も
ら
え
る
看
護
を
届
け
て
い
き
た
い
で
す
。

長野県生まれ。看護専門学校を卒業後、長野赤十字病院に入職。平成16年集中ケア認定看護師資格を取得。
平成23年当院に赴任し、平成24年集中治療室の看護係長へ昇任。集中治療室のチーム医療を支える一員として活躍している。

看護師レポート SACHIKO HANAOKA77

一人ひとりの力が必要なチーム医療と看護
患者さんにとっての最善を大事にしていきたい

看
護
係
長  

花
岡 

幸
子

　「
何
気
な
く
」選
ん
だ
道
が
、活
躍
の

場
へ
導
い
て
く
れ
る
。麻
酔
科
の
西
医
師

は
、ま
さ
に
そ
れ
を
体
現
す
る
医
師
だ
。

歯
科
医
師
と
し
て
、患
者
さ
ん
の
た
め

に
１
日
中
働
い
て
い
た
父
の
姿
を
見
て
、

「
何
気
な
く
」跡
を
継
ぎ
た
い
と
、医
療

系
の
進
路
を
考
え
て
い
た
。そ
し
て
医

療
系
に
進
む
な
ら
、全
身
の
病
気
を
診

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、手
術
を
専
門

と
し
、豊
富
な
医
療
技
術
が
必
要
な

整
形
外
科
医
を
め
ざ
し
て
い
た
が
、最
初

は
麻
酔
科
の
研
修
医
に
。「
麻
酔
科
で

全
身
管
理
に
つい
て
勉
強
し
て
か
ら
、整

形
外
科
へ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で

師
事
し
て
い
た
先
生
に『
臨
床
で
の
経

験
を
積
ん
だ
ほ
う
が
い
い
』と
言
わ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
病
院
で
研
修
を
重
ね

た
期
間
に
、麻
酔
科
医
の
仕
事
に
手
応

え
を
感
じ
て
い
き
ま
し
た
。」

　
麻
酔
科
医
と
し
て
働
く
う
ち
に
、

重
症
患
者
を
治
療
す
る
I
C
U（
集
中

治
療
室
）、I
C
U
か
ら
救
急
医
療
も

学
び
た
い
と
、救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に

出
向
し
、麻
酔・集
中
治
療
、救
命
救
急

に
か
か
わ
って
い
く
。「
そ
の
頃
に
は
麻
酔

や
集
中
治
療
への
興
味
の
ほ
う
が
ま
さ
っ

て
い
ま
し
た
」と
い
う
西
医
師
に
、麻
酔

科
医
の
仕
事
の
や
り
が
い
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
に
あ
る
の
か
を
聞
い
て
み
た
。

　「
手
術
時
に
麻
酔
薬
を
投
与
す
る
こ

と
で
、患
者
さ
ん
の
安
全
を
守
る
。そ
れ

が
患
者
さ
ん
の
治
療
に
役
立
つ
と
、シ
ン

プ
ル
な
結
果
と
し
て
表
れ
る
と
こ
ろ
に

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。実
際
は

そ
ん
な
簡
単
な
も
の
で
は
な
く
て
、薬

を
投
与
し
て
患
者
さ
ん
の
心
臓
を
停
止

さ
せ
、人
工
心
肺
の
な
か
で
手
術
を
行

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
、手
術
中
の
患
者
さ

ん
の
体
の
リ
ス
ク
や
負
担
を
減
ら
し
、

手
術
を
安
全
に
行
い
、術
後
の
状
態
を

安
定
さ
せ
る
た
め
の
重
要
な
仕
事
。

今
は
、高
齢
の
方
や
基
礎
疾
患
で
手
術

に
リ
ス
ク
が
あ
る
患
者
さ
ん
で
も
、手
術

で
元
気
に
な
れ
る
時
代
で
す
。手
術
に

携
わ
る
麻
酔
科
医
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

術
後
の
管
理
を
行
う
I
C
U
で
も
、患

者
さ
ん
を
治
し
て
い
き
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。」

　
西
医
師
の
い
う
I
C
U
と
は
、「
究
極

の
チ
ー
ム
医
療
」。重
症
患
者
さ
ん
が
運

ば
れ
る
I
C
U
は
、病
気
を
治
す
時
間

を
つ
く
る
場
所
で
あ
り
、患
者
さ
ん
に

一番
力
を
そ
そ
ぐ
必
要
が
あ
る
場
所
だ
。

「
I
C
U
で
は
、各
科
の
医
師
、看
護
師
、

薬
剤
師
、臨
床
工
学
技
士
、理
学
療
法

士
、管
理
栄
養
士
な
ど
、専
門
ス
タ
ッ
フ

の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。そ
れ
は
、効
率

良
く
患
者
さ
ん
の
治
療
を
進
め
て
、新

た
な
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、

ま
た
日
々
変
化
す
る
患
者
さ
ん
の
容
態

に
対
応
し
て
い
く
た
め
で
あ
り
、常
に
時

間
と
の
勝
負
で
す
。そ
の
治
療
や
看
護

に
は
、専
門
ス
タ
ッ
フ
の
目
を
通
し
た
意

見
が
活
き
て
き
ま
す
。『
こ
の
患
者
さ
ん

を
治
す
た
め
に
』と
、各
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
取
り
組
む
チ
ー
ム
医
療
で
、治
療
を

前
進
さ
せ
て
、病
気
を
治
し
て
い
き
た
い
。

〝
I
C
U
な
ら
〞と
頼
ら
れ
る
、そ
ん
な

場
所
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」

　
西
医
師
は
、い
ま
I
C
U
と
い
う〝
病

院
の
底
力
が
試
さ
れ
る
場
所
〞に
い
る
。

こ
の
道
が
、数
年
後
は
ど
こ
に
辿
り
つ
い

て
い
る
の
か
、いつ
か
ま
た
聞
い
て
み
た
い
。

専
門
家
が一丸
と
な
る
I
C
U
の
チ
ー
ム
医
療
。

こ
の
場
所
に
来
る
患
者
さ
ん
を一人
で
も
多
く
診
て
い
き
た
い

麻
酔
科・集
中
治
療
部
長  

西  

憲
一
郎

麻
酔
科
医
で
は
留
ま
ら
な
い

患
者
さ
ん
を
治
療
す
る
場
所
へ

K
E
N
IC
H
IR
O
 N
IS
H
I

シ
リ
ー
ズ

オ
ン
で
も
オ
フ
で
も

時
間
を
無
駄
に
し
な
い

情
熱
の
白
衣 

医
師
の
素
顔
●77

I
C
U
の
チ
ー
ム
医
療
で

病
気
を
治
す
可
能
性
を
広
げ
る 学生時代も「チームワ

ーク」を大事にするヨッ
ト部に。日に焼け、体を
鍛えた当時の西医師。

大阪府生まれ。関西医科大学卒業後、同大学大学院医学研究科博士課程に入学。関西医科大学附属病院ほか、麻酔科研修医として研鑽を積み、平成9年より麻酔・集中治療科医師に。
平成18年博士課程修得。救命救急センター、総合集中治療部、麻酔科学の講師として活躍、平成29年当院麻酔科・集中治療部副部長として着任。平成31年に部長に就任した。

夏
〈材料〉（1人分）

　
シ
ー
ト
か
ら
出
す
と
、空
気
中
に
含
ま
れ
る
湿
気
を
吸
っ
て
し
ま
う
お
薬
が
あ
り
ま
す
。お
薬

が
湿
気
を
吸
っ
て
し
ま
う
と
品
質
が
劣
化
す
る
た
め
、一包
化
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
例
）エ
ビ
リ
フ
ァ
イ
Ｏ
Ｄ
錠
、 

セ
レ
ニ
カ
Ｒ
錠
、 ベ
ル
ソ
ム
ラ
錠
、

　
　
グ
ル
コ
バ
イ
錠・O

Ｄ
錠
、 

シ
ュ
ア
ポ
ス
ト
錠
、 

ネ
オ
ー
ラ
ル
カ
プ
セ
ル
、

　
　
プ
ラ
ザ
キ
サ
カ
プ
セ
ル
、 エ
ル
カ
ル
チ
ン
錠
　
な
ど

●
湿
気
を
吸
っ
て
し
ま
う

　
光
に
よ
り
お
薬
の
品
質
が
劣
化
し
て
し
ま
う
た
め
、シ
ー
ト
か
ら
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
お
薬

が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
お
薬
は一包
化
に
は
適
し
て
い
ま
せ
ん
。

（
例
）ベ
ル
ソ
ム
ラ
錠
、 

シ
ン
グ
レ
ア
錠
、 

キ
プ
レ
ス
錠
、 

ビ・シ
フ
ロ
ー
ル
錠
　
な
ど

●
遮
光
が
必
要

　
あ
る
特
定
の
お
薬
同
士
を一緒
の
袋
に
入
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
、お
薬
が
変
色
、着
色
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。高
温
多
湿
な
環
境
に
あ
る
ほ
ど
着
色
が
み
ら
れ
ま
す
。

（
例
）フ
オ
イ
パ
ン
と
オ
ル
メ
サ
ル
タ
ン
、 

メ
ト
ホ
ル
ミ
ン
と
オ
ル
メ
テ
ッ
ク
　
な
ど

●
他
の
お
薬
と一緒
に
す
る
こ
と
で
変
色
な
ど
が
起
き
て
し
ま
う

123

とうもろこしご飯
ご飯
とうもろこし
塩

80ｇ
1～2枚
／ 個

大さじ1
小さじ ／ 
小さじ ／ 

少々
少々

タンドリーチキン
鶏もも肉
レタス
トマト
★合わせ調味料
　　 ヨーグルト（無糖）
　　 カレー粉
　　 サラダ油
　　 おろしにんにく
　　 おろししょうが

夏野菜のグリル
なす、ズッキーニ、オクラ、かぼちゃ
などお好みの夏野菜　 　　  適量
ハーブソルト
または塩こしょう　　　　　  少々

タンドリーチキンと夏野菜のワンプレート

450kcal
22.3ｇ
10.7ｇ
62.5ｇ
1.8ｇ

栄養成分（1人分）
エネルギー
たんぱく質
脂 質
炭 水 化 物
食塩相当量

作  り  方

休日にはよく旅行に
行っていたという花岡
さん。バラ公園での1枚。
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コロナ禍における
災害時の対応

国際医療救援部

紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

医療法人 川上クリニック
◆ 院　長／川上  朗
◆ 診療科／内科､消化器内科、放射線科、
　　　　　リハビリテーション科
◆ 住　所／大阪市東成区玉津１－１１－２２
◆ 電　話／０６－６９７７－２７５６　
◆ 往　診／有
◆ 訪問診療／有
◆ 診療時間

当院では80列ヘリカルCT、X線透視診断装置、経鼻内視鏡などを設置して
います。院長の専門が放射線診断なので自ら撮影し、すぐに画像診断をすることがで
きます。一般的には予約をしてから結果が出るまで何日もかかりますが、当院では
即日対応できます。院長が生まれ育った地で開院して26年、近年は在宅医療にも
取り組み、訪問看護師とともに日々地域医療に取り組んでいます。

特長

い    りょう  ほう   じん      かわ   かみ い    りょう  ほう   じん    な　　　　  はな   かい     　な　　　　  はな   しん   りょう   しょ

医療法人菜の花会 菜の花診療所
◆ 院　長／山寺 慎一
◆ 診療科／内科､小児科、脳神経内科
◆ 住　所／大阪市生野区勝山北２－１１－２２
◆ 電　話／０６－６７１６－７０８７
◆ 往　診／有　　◆ 訪問診療／有　　
◆ リハビリ／有（併設の訪問看護ステーションより）
◆ 診療時間

病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を
提供することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっと
した病気やケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

患者さんとの会話を大切にし、そのうえで早く診断をつけて、適切
な治療を行うことを心がけて診察しています。必要があれば大阪赤十字病院などの
専門医療機関へ紹介しています。患者さんが元気になって戻って来られたときは、
力になれたとうれしく思います。今後も地域に根差した医療を心がけていきます。

地域の皆さまへ

平成4年の開業当初から訪問看護と訪問診療を行ってきました。現在は
これらに加え、居宅介護支援、訪問介護、通所介護も一体的に運営しています。
地域に密着した包括的な医療介護サービス提供を心がけています。重視している
ことは、①年齢を問わず日常的な健康問題を何でも相談できる、②周囲の医療機関
や介護・福祉施設などとの連携、③個々の患者さんの心理・家族・社会的背景、
④訪問診療と往診、⑤治らない病気でも最期まで診る、という点です。医師は計6
名（常勤3名、非常勤3名）、総合内科専門医3名、家庭医療専門医1名、救急科専
門医1名が在籍しており、総合診療・プラリマリケアへの対応力が強みです。高度
な専門医療を提供している大阪赤十字病院と、今後も密に連携していく所存です。

特長

「そこに行けばなんとかなる」診療所をめざしています。困った
ことがあれば何でもご相談ください。皆さまの真のニーズに応える医療を提供
いたします。

地域の皆さまへ

　
放
射
線
治
療
は
、手
術
、

薬
物
療
法
と
並
ぶ
が
ん
の

３
大
治
療
の
ひ
と
つ
で
す
。

「
放
射
線
って
いっ
た
い
ど
ん

な
治
療
だ
ろ
う
」「
身
体
に

良
く
な
い
も
の
で
は
な
い
の

か
」と
、多
く
の
方
に
と
っ

て
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
治
療

だ
と
思
い
ま
す
。

　
放
射
線
治
療
と
は
、高

精
度
の
機
器
か
ら
高
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
放
射
線

を
病
気
の
部
分
に
直
接
照

射
し
ま
す
。正
常
な
細
胞

を
守
り
な
が
ら
、が
ん
細

胞
に
放
射
線
を
正
確
に
集

中
さ
せ
て
治
療
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
、が
ん
を

切
ら
ず
に
治
療
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。臓
器
の
形
や
働
き
を
温

存
で
き
る
の
で
、身
体
へ
の
負
担
が
少
な

い
治
療
と
い
え
ま
す
。が
ん
を
治
す
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、痛
み
や
出
血
な
ど
の
が

ん
に
伴
う
症
状
の
緩
和
に
も
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

　
治
療
は
、１
日
１
回
、週
５
回（
平
日

の
み
）行
う
の
が
一
般
的
で
す
。治
療
の

回
数
は
、医
師
が
診
察
を
行
い
、病
気
の

種
類
や
病
状
な
ど
か
ら
最
も
効
果
的
な
治
療
方
法

を
決
定
し
ま
す
。実
際
に
放
射
線
が
身
体
に
照
射
さ

れ
る
時
間
は
数
分
程
度
で
、痛
み
も
熱
さ
も
何
も
感

じ
ま
せ
ん
。

　
当
院
で
の
放
射
線
治
療
は
、公
費
医
療
保

険
の
対
象
で
す
の
で
、高
額
療
養
費
制
度
を

使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
多
く
の
治
療
に
お
い
て
は
、日
常
の
生
活
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。治
療
中
は
、十
分
な

栄
養・休
息
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

　
放
射
線
治
療
に
よ
る
副
作
用
は
、全
身
的

な
症
状
で
は
な
く
、照
射
さ
れ
た
部
位
に

あ
ら
わ
れ
、症
状
の
程
度
は
、照
射
を
受
け
る

場
所
や
放
射
線
の
量
に
よ
って
異
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、放
射
線
は
皮
膚
を
通
し
て
が
ん
の

あ
る
部
位
に
照
射
さ
れ
る
の
で
、照
射
さ
れ
た

皮
膚
に
赤
み
や
乾
燥
な
ど
の
症
状
が
出
て
き

ま
す
。治
療
が
決
ま
っ
た
ら
、医
師
や
看
護
師

か
ら
、副
作
用
の
症
状
や
注
意
点
、対
処
方
法

に
つい
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
治
療
な
の
で
、

治
療
中
の
仕
事
と
の
両
立
が
可
能
で
す
。

仕
事
や
介
護
、育
児
な
ど
と
の
両
立
に
つい
て
、

可
能
な
範
囲
で
治
療
時

間
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

放
射
線
の
影
響
を
気
に

さ
れ
る
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、放
射
線

治
療
を
受
け
た
後
に

周
囲
の
方
が
影
響
を

受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。治
療
を
安
全
に

安
心
し
て
受
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
治
療
室
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（  9：00～12：00）
午後（16：30～19：00）

外　来

■休診日／日曜、祝日

がん放射線療法看護認定看護師  花枝 久美子

川上院長

外観

左から石田医師、津村医師、山寺院長

か か り つ け 医 をもちましょう
登録医
紹介

月 　火 　  水 　  木　   金　   土
午前（  9：00～12：00）
午後（14：00～17：00） 訪問診療
午後（17：30～19：30）

外　来

※第1・3土曜日は脳神経内科予約診察有

１. 

放
射
線
治
療
は

     

人
に
や
さ
し
い

     

が
ん
治
療

２. 

放
射
線
治
療
中
の
日
常
生
活
に
つ
い
て

『がんサポートチーム』からのお知らせ vol.48

がん相談支援センター 当院では、がん全般に関するさまざまなご相談をお受けしています。
TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126  syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

ご存じですか？ がんの放射線治療

※

■休診日／日曜、祝日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
下
で

災
害
が
起
こ
っ
た
ら

国
際
医
療
救
援
部
長  

中
出 

雅
治

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
は
、防
災
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。当
院
で
は
、大
阪
が
被
災
し
た
と
き
の

た
め
に
、毎
年
10
月
１
日
午
後
か
ら
、通
常
の
病
院
業
務
を

ほ
ぼ
ス
ト
ッ
プ
し
て
災
害
訓
練
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、こ
の
よ

う
な
大
人
数
が
集
ま
る
訓
練
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

他
府
県
で
災
害
が
起
こっ
た
と
き
に
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
す
る

た
め
の
研
修
も
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。今
年
に
入
っ
て
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
速
や
か
に
な
く
な
る

わ
け
で
は
な
く
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
て

い
る
か
ら
災
害
も
起
こ
ら
な
い
」と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、も
し
も
今
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
市
民
の
皆
さ
ま
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。自
治
体
の
避
難
所
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
への
対
策
を
と
って
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
実
は
す
で
に
い
く
つ
か
の
自
治
体
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
も
と
で
の
避
難
所
運
営
の
訓
練
を
始
め
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
ふ
た
つ
あ

り
、ひ
と
つ
は『
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
自
宅
療
養
を
し
て
い

た
方
へ
の
対
応
』、も
う

ひ
と
つ
は
、『
そ
れ
以
外

の一
般
市
民
を
感
染
か

ら
守
る
』こ
と
で
す
。

　
ひ
と
つ
目
の
対
策
は
、

避
難
所
の
受
付
か
ら
、

健
康
な
方
と
そ
う
で

な
い
方
と
の
導
線
、つ
ま
り

道
筋
を
分
け
て
交
わ
ら
な

い
よ
う
に
し
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
と
わ
か
っ
て
い
る
方
に
は

別
室
を
準
備
、さ
ら
に
発
熱
し
て
い
る
方
に
も
専
用
の
部
屋
を

用
意
す
る
と
い
う
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ふ
た
つ
目
の
対
策
は
、避
難
所
の
受
付
で
密
に
な
ら
な
い
よ
う

な
工
夫
を
す
る
こ
と
と
、管
理
す
る
職
員
は
適
切
な
防
護

体
制
を
と
る
こ
と
、避
難
所
の
中
の
個
人
ス
ペ
ー
ス
を

従
来
よ
り
も
広
げ
て
、ひ
と
り
当
た
り
２×

２
m
に

す
る
こ
と
で
す
。こ
の
た
め
に
は
避
難
所
の
数
も
増
や

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
当
院
も
堺
市
、八
尾
市
の
避
難
所
訓
練
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、市
町
村
に
よ
って

取
り
組
み
は
異
な
り
ま
す
の
で
、ご
自
身
が
お
住
ま
い

の
地
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、残
念
な
が
ら
ま
だ
取
り
組
み
に
至
って
い
な

い
自
治
体
も
少
な
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
で
は
、今
災
害
が
起
こっ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。や
は
り
、ま
ず
は
最
寄
り
の
避
難
所
に

行
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。行
政
や
保
健
所
は

手
一杯
で
、ど
こ
へ
行
っ
た
ら
い
い
か
聞
こ
う
に
も
電
話

が
な
か
な
か
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。情
報
を
得
ら
れ
る
と

す
れ
ば
避
難
所
で
す
の
で
、ま
ず
は
避
難
所
に
行
く

こ
と
で
す
。行
政
に
よ
って
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
診
断
さ
れ
た
方
に
、被
災
時
に
行
く
場
所
を

書
い
た
カ
ー
ド
を
渡
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
う

いっ
た
カ
ー
ド
を
持
って
い
る
場
合
は
、記
載
さ
れ
た
場
所
へ
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
ち
な
み
に
当
院
で
は
、傷
病
者
を
受
け
入
れ
る
手
順
を
変
更

し
、発
熱
し
て
い
る
方
や
す
で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
診
断
さ
れ
て
い
る
方
に
つい
て
は
、正
面
玄
関
向
か
って
右
側

に
発
熱
者
用
テ
ン
ト
を
立
て
て
、道
順
を
分
け
る
こ
と
に
な
って

い
ま
す
。

　
ま
た
、当
院
で
は
防
災
活
動
の一環
と
し
て
、平
成
20
年
か
ら

毎
年
８
月
第
一日
曜
日
に一般
市
民
の
皆
さ
ま（
小
学
校
４
〜
６

年
生
と
そ
の
ご
家
族
）を
対
象
に
、病
院
の一部
と
敷
地
を
開
放

し
て
、体
験
型
の
防
災
教
育
セ
ミ
ナ
ー『
災
育
』と
い
う
イ
ベン
ト

を
無
料
で
開
催
し
て
い
ま
す
。毎
年
、６
０
０
〜
７
０
０
名
の
市
民

の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、昨
年
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
。今
年
は
ウ
ェブ
上
で『
災
育
』を
開
催
す
る
こ

と
と
し
、７
月
24
日

か
ら
９
月
末
ま
で
、

上
記
の
U
R
L
か
ら

ど
な
た
で
も
自
由
に

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

防
災
の
講
義
を
聴
い

た
り
、災
害
時
の
野

外
病
院
、救
急
車
の

内
部
な
ど
普
段
見
ら

れ
な
い
も
の
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
も

あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
き
、ご

家
族
で
防
災
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

▲避難所訓練の様子。段ボールベッドを組み立て中

▼防護服の
　着脱方法を説明

さ
い 

い
く

当院は国内外の災害など人道危機に対する支援活動を積極的に行っています。
管轄部署である国際医療救援部の公式フェイスブックで日々活動をご紹介しています。

大阪赤十字病院  国際医療救援部 公式フェイスブック
https://www.facebook.com/355328871229152/
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コロナ禍における
災害時の対応

国際医療救援部

紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

医療法人 川上クリニック
◆ 院　長／川上  朗
◆ 診療科／内科､消化器内科、放射線科、
　　　　　リハビリテーション科
◆ 住　所／大阪市東成区玉津１－１１－２２
◆ 電　話／０６－６９７７－２７５６　
◆ 往　診／有
◆ 訪問診療／有
◆ 診療時間

当院では80列ヘリカルCT、X線透視診断装置、経鼻内視鏡などを設置して
います。院長の専門が放射線診断なので自ら撮影し、すぐに画像診断をすることがで
きます。一般的には予約をしてから結果が出るまで何日もかかりますが、当院では
即日対応できます。院長が生まれ育った地で開院して26年、近年は在宅医療にも
取り組み、訪問看護師とともに日々地域医療に取り組んでいます。

特長

い    りょう  ほう   じん      かわ   かみ い    りょう  ほう   じん    な　　　　  はな   かい     　な　　　　  はな   しん   りょう   しょ

医療法人菜の花会 菜の花診療所
◆ 院　長／山寺 慎一
◆ 診療科／内科､小児科、脳神経内科
◆ 住　所／大阪市生野区勝山北２－１１－２２
◆ 電　話／０６－６７１６－７０８７
◆ 往　診／有　　◆ 訪問診療／有　　
◆ リハビリ／有（併設の訪問看護ステーションより）
◆ 診療時間

病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を
提供することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっと
した病気やケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

患者さんとの会話を大切にし、そのうえで早く診断をつけて、適切
な治療を行うことを心がけて診察しています。必要があれば大阪赤十字病院などの
専門医療機関へ紹介しています。患者さんが元気になって戻って来られたときは、
力になれたとうれしく思います。今後も地域に根差した医療を心がけていきます。

地域の皆さまへ

平成4年の開業当初から訪問看護と訪問診療を行ってきました。現在は
これらに加え、居宅介護支援、訪問介護、通所介護も一体的に運営しています。
地域に密着した包括的な医療介護サービス提供を心がけています。重視している
ことは、①年齢を問わず日常的な健康問題を何でも相談できる、②周囲の医療機関
や介護・福祉施設などとの連携、③個々の患者さんの心理・家族・社会的背景、
④訪問診療と往診、⑤治らない病気でも最期まで診る、という点です。医師は計6
名（常勤3名、非常勤3名）、総合内科専門医3名、家庭医療専門医1名、救急科専
門医1名が在籍しており、総合診療・プラリマリケアへの対応力が強みです。高度
な専門医療を提供している大阪赤十字病院と、今後も密に連携していく所存です。

特長

「そこに行けばなんとかなる」診療所をめざしています。困った
ことがあれば何でもご相談ください。皆さまの真のニーズに応える医療を提供
いたします。

地域の皆さまへ

　
放
射
線
治
療
は
、手
術
、

薬
物
療
法
と
並
ぶ
が
ん
の

３
大
治
療
の
ひ
と
つ
で
す
。

「
放
射
線
って
いっ
た
い
ど
ん

な
治
療
だ
ろ
う
」「
身
体
に

良
く
な
い
も
の
で
は
な
い
の

か
」と
、多
く
の
方
に
と
っ

て
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
治
療

だ
と
思
い
ま
す
。

　
放
射
線
治
療
と
は
、高

精
度
の
機
器
か
ら
高
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
持
つ
放
射
線

を
病
気
の
部
分
に
直
接
照

射
し
ま
す
。正
常
な
細
胞

を
守
り
な
が
ら
、が
ん
細

胞
に
放
射
線
を
正
確
に
集

中
さ
せ
て
治
療
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
、が
ん
を

切
ら
ず
に
治
療
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。臓
器
の
形
や
働
き
を
温

存
で
き
る
の
で
、身
体
へ
の
負
担
が
少
な

い
治
療
と
い
え
ま
す
。が
ん
を
治
す
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、痛
み
や
出
血
な
ど
の
が

ん
に
伴
う
症
状
の
緩
和
に
も
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

　
治
療
は
、１
日
１
回
、週
５
回（
平
日

の
み
）行
う
の
が
一
般
的
で
す
。治
療
の

回
数
は
、医
師
が
診
察
を
行
い
、病
気
の

種
類
や
病
状
な
ど
か
ら
最
も
効
果
的
な
治
療
方
法

を
決
定
し
ま
す
。実
際
に
放
射
線
が
身
体
に
照
射
さ

れ
る
時
間
は
数
分
程
度
で
、痛
み
も
熱
さ
も
何
も
感

じ
ま
せ
ん
。

　
当
院
で
の
放
射
線
治
療
は
、公
費
医
療
保

険
の
対
象
で
す
の
で
、高
額
療
養
費
制
度
を

使
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
多
く
の
治
療
に
お
い
て
は
、日
常
の
生
活
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。治
療
中
は
、十
分
な

栄
養・休
息
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

　
放
射
線
治
療
に
よ
る
副
作
用
は
、全
身
的

な
症
状
で
は
な
く
、照
射
さ
れ
た
部
位
に

あ
ら
わ
れ
、症
状
の
程
度
は
、照
射
を
受
け
る

場
所
や
放
射
線
の
量
に
よ
って
異
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、放
射
線
は
皮
膚
を
通
し
て
が
ん
の

あ
る
部
位
に
照
射
さ
れ
る
の
で
、照
射
さ
れ
た

皮
膚
に
赤
み
や
乾
燥
な
ど
の
症
状
が
出
て
き

ま
す
。治
療
が
決
ま
っ
た
ら
、医
師
や
看
護
師

か
ら
、副
作
用
の
症
状
や
注
意
点
、対
処
方
法

に
つい
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
治
療
な
の
で
、

治
療
中
の
仕
事
と
の
両
立
が
可
能
で
す
。

仕
事
や
介
護
、育
児
な
ど
と
の
両
立
に
つい
て
、

可
能
な
範
囲
で
治
療
時

間
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

放
射
線
の
影
響
を
気
に

さ
れ
る
方
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、放
射
線

治
療
を
受
け
た
後
に

周
囲
の
方
が
影
響
を

受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。治
療
を
安
全
に

安
心
し
て
受
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
放
射
線
治
療
室
の
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（  9：00～12：00）
午後（16：30～19：00）

外　来

■休診日／日曜、祝日

がん放射線療法看護認定看護師  花枝 久美子

川上院長

外観

左から石田医師、津村医師、山寺院長

か か り つ け 医 をもちましょう
登録医
紹介

月 　火 　  水 　  木　   金　   土
午前（  9：00～12：00）
午後（14：00～17：00） 訪問診療
午後（17：30～19：30）

外　来

※第1・3土曜日は脳神経内科予約診察有

１. 

放
射
線
治
療
は

     

人
に
や
さ
し
い

     

が
ん
治
療

２. 

放
射
線
治
療
中
の
日
常
生
活
に
つ
い
て

『がんサポートチーム』からのお知らせ vol.48

がん相談支援センター 当院では、がん全般に関するさまざまなご相談をお受けしています。
TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126  syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

ご存じですか？ がんの放射線治療

※

■休診日／日曜、祝日

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
下
で

災
害
が
起
こ
っ
た
ら

国
際
医
療
救
援
部
長  

中
出 

雅
治

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
は
、防
災
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。当
院
で
は
、大
阪
が
被
災
し
た
と
き
の

た
め
に
、毎
年
10
月
１
日
午
後
か
ら
、通
常
の
病
院
業
務
を

ほ
ぼ
ス
ト
ッ
プ
し
て
災
害
訓
練
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、こ
の
よ

う
な
大
人
数
が
集
ま
る
訓
練
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

他
府
県
で
災
害
が
起
こっ
た
と
き
に
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
す
る

た
め
の
研
修
も
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。今
年
に
入
っ
て
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
速
や
か
に
な
く
な
る

わ
け
で
は
な
く
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
て

い
る
か
ら
災
害
も
起
こ
ら
な
い
」と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、も
し
も
今
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
市
民
の
皆
さ
ま
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。自
治
体
の
避
難
所
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
への
対
策
を
と
って
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
実
は
す
で
に
い
く
つ
か
の
自
治
体
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
も
と
で
の
避
難
所
運
営
の
訓
練
を
始
め
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
ふ
た
つ
あ

り
、ひ
と
つ
は『
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
自
宅
療
養
を
し
て
い

た
方
へ
の
対
応
』、も
う

ひ
と
つ
は
、『
そ
れ
以
外

の一
般
市
民
を
感
染
か

ら
守
る
』こ
と
で
す
。

　
ひ
と
つ
目
の
対
策
は
、

避
難
所
の
受
付
か
ら
、

健
康
な
方
と
そ
う
で

な
い
方
と
の
導
線
、つ
ま
り

道
筋
を
分
け
て
交
わ
ら
な

い
よ
う
に
し
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
と
わ
か
っ
て
い
る
方
に
は

別
室
を
準
備
、さ
ら
に
発
熱
し
て
い
る
方
に
も
専
用
の
部
屋
を

用
意
す
る
と
い
う
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ふ
た
つ
目
の
対
策
は
、避
難
所
の
受
付
で
密
に
な
ら
な
い
よ
う

な
工
夫
を
す
る
こ
と
と
、管
理
す
る
職
員
は
適
切
な
防
護

体
制
を
と
る
こ
と
、避
難
所
の
中
の
個
人
ス
ペ
ー
ス
を

従
来
よ
り
も
広
げ
て
、ひ
と
り
当
た
り
２×

２
m
に

す
る
こ
と
で
す
。こ
の
た
め
に
は
避
難
所
の
数
も
増
や

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
当
院
も
堺
市
、八
尾
市
の
避
難
所
訓
練
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、市
町
村
に
よ
って

取
り
組
み
は
異
な
り
ま
す
の
で
、ご
自
身
が
お
住
ま
い

の
地
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、残
念
な
が
ら
ま
だ
取
り
組
み
に
至
って
い
な

い
自
治
体
も
少
な
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
で
は
、今
災
害
が
起
こっ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。や
は
り
、ま
ず
は
最
寄
り
の
避
難
所
に

行
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。行
政
や
保
健
所
は

手
一杯
で
、ど
こ
へ
行
っ
た
ら
い
い
か
聞
こ
う
に
も
電
話

が
な
か
な
か
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。情
報
を
得
ら
れ
る
と

す
れ
ば
避
難
所
で
す
の
で
、ま
ず
は
避
難
所
に
行
く

こ
と
で
す
。行
政
に
よ
って
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
診
断
さ
れ
た
方
に
、被
災
時
に
行
く
場
所
を

書
い
た
カ
ー
ド
を
渡
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
う

いっ
た
カ
ー
ド
を
持
って
い
る
場
合
は
、記
載
さ
れ
た
場
所
へ
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
ち
な
み
に
当
院
で
は
、傷
病
者
を
受
け
入
れ
る
手
順
を
変
更

し
、発
熱
し
て
い
る
方
や
す
で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
診
断
さ
れ
て
い
る
方
に
つい
て
は
、正
面
玄
関
向
か
って
右
側

に
発
熱
者
用
テ
ン
ト
を
立
て
て
、道
順
を
分
け
る
こ
と
に
な
って

い
ま
す
。

　
ま
た
、当
院
で
は
防
災
活
動
の一環
と
し
て
、平
成
20
年
か
ら

毎
年
８
月
第
一日
曜
日
に一般
市
民
の
皆
さ
ま（
小
学
校
４
〜
６

年
生
と
そ
の
ご
家
族
）を
対
象
に
、病
院
の一部
と
敷
地
を
開
放

し
て
、体
験
型
の
防
災
教
育
セ
ミ
ナ
ー『
災
育
』と
い
う
イ
ベン
ト

を
無
料
で
開
催
し
て
い
ま
す
。毎
年
、６
０
０
〜
７
０
０
名
の
市
民

の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、昨
年
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
。今
年
は
ウ
ェブ
上
で『
災
育
』を
開
催
す
る
こ

と
と
し
、７
月
24
日

か
ら
９
月
末
ま
で
、

上
記
の
U
R
L
か
ら

ど
な
た
で
も
自
由
に

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

防
災
の
講
義
を
聴
い

た
り
、災
害
時
の
野

外
病
院
、救
急
車
の

内
部
な
ど
普
段
見
ら

れ
な
い
も
の
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ク
イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
も

あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
き
、ご

家
族
で
防
災
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

▲避難所訓練の様子。段ボールベッドを組み立て中

▼防護服の
　着脱方法を説明

さ
い 

い
く

当院は国内外の災害など人道危機に対する支援活動を積極的に行っています。
管轄部署である国際医療救援部の公式フェイスブックで日々活動をご紹介しています。

大阪赤十字病院  国際医療救援部 公式フェイスブック
https://www.facebook.com/355328871229152/

�����������������
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ニュース ＆ イベント

日本赤十字社では、ご寄付いただいた方・法人に対し下記のとおり感謝状などをお贈りしています。

自動精算機（2階総合ホールに設置）

大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
　初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０　再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５
■休診日　土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日
■診察券　診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。
■ご面会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　
　平日／１４:００～１９:００　休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００　
　小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００　
■保険証等　保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
　　　　　　　また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

病院のご案内
当院は

敷地内全面禁煙です

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和3年7月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111
■お問い合わせ

（代表）
大阪赤十字病院

http://www.jrc.or.jp/
赤十字全般

当院は、敷地内全面禁煙を
実施しています。

ご理解とご協力をお願いします。

シリーズ 麻酔科・集中治療部長 西 憲一郎情熱の白衣 医師の素顔● 看護師レポート77

食だより／夏バテ防止『スパイス』　　　お薬ミニ知識／一包化してもらえないお薬があるのはなぜ？
『がんサポートチーム』からのお知らせ　　　かかりつけ医をもちましょう　　
コロナ禍における災害時の対応　　　Topics Box〈ニュース＆イベント〉

大阪赤十字病院の理念

当院における新型コロナウイルス感染症対策特 集

「華ドローイング」 宮本 憲史朗 （エイブルアート・カンパニー所属  http://www.ableartcom.jp)

2021
夏　号

VOL.77

無機抗菌剤・印刷・印刷面
JP0122518A0001V

についてご  寄  付

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 寄付の方法については、ホームページにも掲載しています。
06ー6774ー5111大阪赤十字病院  総務管理課 （代表）

■税制上の優遇措置

■表彰制度

個人として資金を拠出された場合
●

1.有功章・社長感謝状
①事業資金として、一時または累計額で20万円以上を納められたとき → 銀色有功章 
②事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 金色有功章
③金色有功章を受章された方がさらに事業資金として、一時または累計額で50万円以上を
　納められたとき → 社長感謝状

3.特別社員章
（個人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき
　　　 → 称号付与通知書特別社員章
（法人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書
〈備考〉事業資金などを納められた個人、法人・団体には、納入金額に応じて上記の表彰のほか、
　　　次の手続きをいたします。
・ 厚生労働大臣感謝状（手続きは同一年度内1回のみ）
　　個人の場合 → 一時または同一年度内の累計額で100万円以上、500万円未満
　　法人・団体の場合 → 一時または同一年度内の累計額で300万円以上、1,000万円未満
・ 紺綬褒章（手続きはその都度）
　　個人の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で500万円以上
　　法人・団体の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で1,000万円以上

寄付金の全額（ただし、上限は寄付者の年間所得額の40％）から2,000円を差し引いた
額が寄付者の年間所得総額から控除されます。（所得税法第78条第2項第3号）
法人として資金を拠出された場合
●特定公益増進法人に対する寄付金の損金算入限度額を損金に算入することができます。
（法人税法第37条第4項）

ご寄付の連絡先

2.支部長表彰状（感謝状）  
　個人、法人・団体より事業資金として一時または累計額で10万円以上を納められたとき

※寄付金損金算入限度額については、法人の資本や所得金額によって異なります。
　限度額については税務署や税理士の方にご確認ください。

※国の表彰については、表彰を代行申請するものであり、ご受章をお約束するものではありません。
　また、代行申請にあたり別途ご提出いただく書類があります。

　新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さん
および企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。皆さまからの温かいご支援に
感謝申し上げるとともに、当院を受診される皆さまのご期待にお応えできますよう、職員
一同真摯に職務に励みます。皆さまのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

　すずらんの寄贈は、全日本空輸株式会社の
ご厚意により昭和31年より行われており、
今年で66回目を迎えました。
　例年、客室乗務員と地上旅客係員の皆さまにお越しいただ
き、寄贈セレモニーやしおりの配布を行っていますが、昨年度に
続き本年度も、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止
のため中止となりました。
　しかしながら、５月２６日(水)、全日本空輸株式会社の皆さまより、すずらん
の花の鉢植えとすずらんの香りがするしおりをお送りいただき、すずらんの
爽やかな香りに心癒されるひとときを過ごしました。

News大空から「しあわせの花」すずらんが
届けられました

News再来受付機と自動精算機が
リニューアルしました

News

▲8階B病棟にしおりが届けられました

●平日 8：30～16：30

●平日 8：00～

人事異動情報 （令和3年4月9日～7月1日付）
採用

　「赤十字」の創始者はスイス人のアンリー・デュナンです。1859年にイタリ
ア統一戦争の激戦地でデュナンが「苦しむ人は敵味方関係なく救護しなけ
ればならない」という思いを持ったことが赤十字の原点です。彼の誕生日にち
なみ、毎年５月８日は世界赤十字デーと定められています。
　日本赤十字社では、この日を含む毎年５月を赤十字運動月間としています。
当院でも５月中に院内に設置した活動資金へのご協力をお願いする募金箱
に32,577円のご協力をいただきました。誠にありがとうございました。

活動資金へのご協力
ありがとうございました

5月は
赤十字運動月間

〈4月9日付〉●手賀　丈太（脳神経外科部・非常勤嘱託医師）　〈5月1日付〉●仙田　典子
（乳腺外科部・非常勤嘱託医師）　〈5月14日付〉●永野　祐志（脳神経外科部・非常勤嘱託医師）
〈6月1日付〉●小林　弘尚（産婦人科部・医師）　〈7月1日付〉●長谷部　孝毅（耳鼻咽喉科・
頭頸部外科部・医師）　●平山　典宏（脳神経内科部・非常勤嘱託医師）　●桜井　孝規（病理診
断科部・非常勤嘱託医師）　●南口　早智子（病理診断科部・非常勤嘱託医師）　●藤本　正数
（病理診断科部・非常勤嘱託医師）　　　　〈5月31日付〉●山田　圭吾（救急科部・医師）
〈6月30日〉●勝嶌　浩紀（病理診断科部・医師）　

　新しい再来受付機・自動精算機は、英語・中国語・やさしい日本語などの多
言語表示が可能になりました（精算機は英語のみ）。なお、再来院される場合は、
必ず再来受付機で受付した後で検査または各科外来受付にお越しください。

再来受付機（2階総合ホールに設置）

▲画面が大きく操作しやすくなりました

▲多言語表示ができるようになりました

◀クレジットカードは
　こちらに挿入します

中国語英 語

▼すずらんの鉢植えとしおりを受け取りました。
　左から当院黒岡看護部長、坂井院長、
　宮野副院長兼管理局長

日本赤十字社に対してなされた活動資金のご協力は、税制上の優遇措置が受けられます。

退職

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和3年7月発行　第77号1 8
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